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研究成果の概要（和文）：　本研究は、2010年代の日米の歴史教科書の内容分析を行い、そこにナショナリズムがいか
に表現され、共生概念とはどのように関連付けられているのか、あるいは差異化されているのかを探索した。また併せ
て、多文化教育論・多文化社会論の動向の把握と分析、並びにナショナリズムと共生に関する社会意識の探索を行った
。
　学校教育は国民統合の装置であるという点においてナショナリズムを帯びるが、近年の社会的多様性の高まりのなか
では、より広く共生を促す場ともなっている。両概念の接続の理路を析出することによって、学校歴史教育を通して伝
達される社会統合の論理の今日的様相を明らかにすることを、本研究の目的とした。

研究成果の概要（英文）： This study analyzes the contents of history textbooks of Japan and the U.S. in 
the 2010s, and explores how they represent nationalism and connect it to, or differentiate it from, the 
concept of human coexistence. Furthermore, this study attempts to understand and analyze trends in 
multicultural education theory and multicultural social theory, and also seeks to investigate social 
consciousness regarding nationalism and human coexistence.
 School education in Japan is tasked with propagating nationalism in the country as a device for national 
unity, but, amidst rising social diversity in recent years, it has become a venue for encouraging a wider 
human coexistence. By dissecting the logic of the link between nationalism and human coexistence, this 
study aims to clarify the modern aspects of the logic behind social integration, which is being 
transmitted through history education in schools.

研究分野：教育社会学、共生社会学、ナショナリズム研究
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１．研究開始当初の背景 
教育とは新たな社会成員に対する体系的
社会化であるとするのがエミール・デュルケ
ム以来の教育社会学の基本的な視座である。
学校の社会的機能の一つは、人々に文化的同
質性を共有させることによって社会それ自
体を維持存続させることにある（『教育と社
会学』原著 1922 年）。そして現実的には、国
民国家が近代社会の形態としての優越性を
もったために、学校教育は「国民教育」とし
ての性格を帯びることとなった。歴史教育で
は国家・国民の単位で歴史を語る「ナショナ
ルヒストリー」の語り口が採用され、日本に
おいても繰り返される歴史教科書論争が端
的に示しているように、教科書に反映される
ナショナリズムのあり方が常に問題視され
てきた。 
その一方で、近代の基本的な傾向としての
人間の個人化はますます進行し、社会のなか
の多様性の承認が要請されるようになった
のが現代である。結果として今日の学校教育
は、「国民統合」の装置として同化と排除を
行いつつも、本来のより広い意味での「社会
統合」を行う機関としての性質も強めている。
外国にルーツをもつ児童生徒の包摂や、特殊
教育から特別支援教育への移行などはその
表れであり、すなわち、互いに差異を有する
社会成員の「共生」を促す社会的セクターと
しての役割が高まっていると言える（拙編著
『共生と希望の教育学』筑波大学出版会、
2011 年）。 
教育内容に関しても、2008～2009 年の学習
指導要領改訂では「生きる力」の意味の一つ
として「共に生きる力」という概念が掲げら
れ、社会科系の科目においては「持続可能な
社会」の理念と併せて「共生」が重視される
ようになった。共生概念が具体的な知として
どのような形をとり得るのかは社会学的に
重要な論題となっているが、そうしたなかで、
教育的知識における「共生」の具体的な表現
や論理についてもその詳細な検討が求めら
れていると言える。 
申請者は 2001 年度以来、複数の科学研究
費課題を通して、日米の歴史教育内容に表現
される社会統合の論理に関する研究を進め
てきた。とりわけ 2010～2012 年度に行った
科学研究費研究では、日本の歴史教育内容に
おいては 2000 年代に入ってからもなお、「ナ
ショナルヒストリー」の語り口が根強く採用
されていることが把握できた。国家・国民単
位で語られる歴史像が段階的社会化のいか
なる部分に寄与し、いかなる部分でそうでは
ないのかを論理化したことが、申請者の最近
の研究の成果である（拙共著『学校教育と国
民の形成』学文社、2012 年）。 
ただし、加えて、歴史教科書における情報
の多様化・精緻化は 1990 年代以降に確実に
進行しており、教科書が社会のなかの多様性
を伝えようとする度合いは高まっている。ま
た、高校世界史教科書においては、歴史を伝

達するための諸概念自体が近代の産物であ
ることを説く近代主義的な歴史叙述の視座
が用意されつつもある。そして、こうした語
り口の変容はアメリカの歴史教育内容にい
ち早く指摘できるものであった。2006～2009
年度に申請者が行った科学研究費研究では、
社会の多様性を表現する情報の増加が 1960
年代以来のアメリカの歴史教科書の改版を
貫く基軸となっていること、また、それに伴
う「多様性の尊重」と「凝集性の確保」の理
念の比重の変化が、歴史像の変容に帰結して
いることを示した（拙著『歴史教科書にみる
アメリカ』学文社、2008 年）。 
このような歴史教育の新たな情報や視座
が 2010 年代以降の教育的知識として広く定
着するか否かは、引き続き検討される必要が
あると言える。折しも、日本では改訂された
学習指導要領に基づく歴史教科書が中学校
では 2012 年度から、高校では 2013 年度から
使用され始めた。アメリカにおいても、政権
交代を経て、2001 年の 9.11 テロやその後の
政治動向を対象化できる社会状況となった。
そこで、本研究では、2010 年代の日米の歴史
教科書内容の分析を行い、そこに表現される
ナショナリズムと共生概念との接続の理路
を析出することとした。それによって、学校
歴史教育を通して伝達される社会統合の論
理の今日的様相を明らかにすることを、本研
究の目的とした。 
 
２．研究の目的 
(1) 2013～2015 年度の間に、①2012～2014
年に刊行された日本の中等教育用歴史教科
書の内容を旧版との異同に着目しつつ分析
すること、②2010 年代に刊行されたアメリカ
の歴史教科書の内容を、先行研究が指摘した
2000 年代までの教科書の特徴と比較分析す
ること、またアメリカの多文化教育論・多文
化社会論の今日的動向を把握・分析すること、
③「ナショナリズム」と「共生」に関する社
会意識の調査・分析を行うこと、の 3つを研
究の大きな柱とした。 
考察の焦点としては2つのポイントを設定
した。その第 1は、新たな歴史教科書のなか
でナショナリズムがいかに表現され、またそ
れが共生概念とどのように関連付けられて
いるのか、あるいは差異化されているのかを
探索することである。そして第 2に、学習者
が学習を通して内面化する世界観・社会像に
対して、両概念がもつ意味を把握することで
ある。 
これらの作業を通して、多様性の増大する
社会を統合する論理を析出することとなっ
た。 
 
(2) 歴史教育内容の検討は、教育社会学のみ
ならずカリキュラム研究や文化社会学でも
主題化されるようになったが、対象データの
網羅性に留意した研究は、管見の限り英語圏
においても多くは無い。本研究は、2001 年度



の科学研究費研究の成果として刊行した拙
著『国民史の変貌』（日本評論社、2001 年）
で採用した、主要な教科書の改版に伴う経年
変化を通時的検討によって把握するという
方法を踏襲することによって、教科書内容の
変化の網羅的な把握を行い、データとなる教
材の恣意的な選定という問題の克服を意図
した。 
 また、21 世紀に入ってからの日米の社会状
況には「右傾化」が指摘され、そのような観
点に基づく教育社会研究も多く行われてい
る。しかし日米社会はともに、一方ではなお
社会の多文化化を不可避に経験し続けてい
る社会でもある。単純な保守主義への回帰は
そもそも不可能な状態にある。そこでは「多
様性の尊重」と「凝集性の確保」を同時に満
たす思想が模索されつつあると言え、本研究
はその把握を目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究は大きく分けて3つの主要課題を
設定し、それぞれの作業の方法は以下のもの
となる。 
［課題Ⅰ］2012～2014 年に刊行された日本の
中等教育用歴史教科書の内容をデータベー
ス化し、分析する。――歴史教科書のカリキ
ュラム分析 
［課題Ⅱ］2010 年代に刊行されたアメリカの
中等教育用歴史教科書の内容をデータベー
ス化し、分析する。――歴史教科書のカリキ
ュラム分析 
［課題Ⅲ］「ナショナリズム」と「共生」に
関する社会意識を調査し、分析する。――社
会意識調査 
 これらの作業を進めるにあたって、2013 年
度には主として「歴史教科書資料の収集とデ
ータベース化」を、2014 年度には「歴史教科
書資料の分析」および「社会意識調査の実施
と結果の解析」を、2015 年度には「総合的な
分析」を想定した。 
その他の課題として、文献研究により、ア
メリカの多文化教育論・多文化社会論の今日
的動向の把握と分析を行った。また、ナショ
ナリズムおよび共生社会に関する近年の議
論を、学校教育との関連で整理した。これは
総合的分析のための基礎作業とした。 
 
(2) ［課題Ⅰ］については、東京書籍や清水
書院等から刊行されている中学校社会科歴
史教科書、および山川出版社や実教出版等か
ら刊行されている高等学校日本史・世界史教
科書を入手した。 
［課題Ⅱ］については、教科書の自由採択
が行われているアメリカの歴史教育現場で
最も広範に、かつ版を重ねて長年使われてい
る 10点の歴史教科書の 2010 年代以降の版を
可能な限り多く入手した。 
 次にこれらの教科書における情報を、カリ
キュラム分析の「ストーリーライン分析」に
供するためにデータベース化した。個々の教

科書から歴史事象についての記述を抜粋し、
その知識内容の時系列的変化を一覧できる
ようにした。これによって、2010 年代の日米
の歴史教科書に生じた歴史叙述の変化を確
定し、その変化の意味を検討した。 
 ［課題Ⅲ］については、成人の社会意識の
把握を目的とする「共生社会に関する調査」
（ウェブ調査、回答者数は 2000）、および高
校生の社会意識の把握を目的とした「高校生
のコミュニティとの関わり合いに関する調
査」（学校調査、回答者数は 1633）を実施し
た。 
 
(3) データの検討に当たって留意したのは、
社会における「多様性の尊重」と「凝集性の
確保」の同時性を焦点化することである。多
文化主義思想に関しては社会諸科学全般に
亘って膨大な先行諸研究が存在するが、その
多くにおいては、多文化主義を「多様性を称
揚するために分離主義的傾向を帯びるもの」、
あるいは「新たなる同化主義の論理に回収さ
れるもの」とする見方がなされてきた。しか
し 21 世紀の社会的現実には、それら矛盾す
る考え方の止揚を試みる動きを見ることも
できる。本研究はその点に着目し、現在の歴
史教科書に表現される社会統合の論理の複
雑性を理解するという方法論を採った。 
 
４．研究成果 
 本研究は、日米の歴史教科書の内容分析を
行い、そこにナショナリズムがいかに表現さ
れ、共生概念とはどのように関連付けられて
いるのか、あるいは差異化されているのかを
探索するものである。 
 
(1) 2013 年度は、主として以下の 3つの課題
を設定して研究活動に取り組んだ。①日本の
歴史教科書の収集と内容分析。②アメリカの
歴史教科書の収集とデータベース化。③共生
社会意識を把握するための社会調査の実施。 
 ①については、2008-09 年の学修指導要領
改訂を受けて刷新された中学校歴史教科書 7
点、高校日本史教科書 6点、高校世界史教科
書 13 点を収集した。これらの教科書は中学
校では 2012 年度から、高校では 2013 年度か
ら使用が開始されたものである。これら計 26
点の歴史教科書を資料とし、それぞれを旧版
と比較することによって内容の変化を確定
し、歴史叙述の更新がもたらす意味を検討し
た。 
 ②については、研究代表者のこれまでの研
究において主たる検討対象としてきた 10 点
の歴史教科書の2010年以降の版を入手した。
教科書内容のデータ化は日本の教科書の扱
いと同様の方法で行い、知識内容の時系列的
変化を確定した。 
 これらの作業によって、日米の歴史教育に
ついて議論される際の主だった論点に関わ
る情報を確保した。検討作業の成果は、その
一部を 2013 年 7 月に刊行した著書『共生社



会とナショナルヒストリー』（勁草書房）に
おいて発表した。 
 
(2) 2014 年度は、主として以下の 3つの課題
を設定して研究活動に取り組んだ。①日本の
歴史教科書の収集と内容分析。②アメリカの
歴史教科書の内容分析と、多文化教育論・多
文化社会論の動向の把握。③共生社会意識を
把握するための社会調査の結果の解析。 
 ①については、2014 年から使用が開始され
た高校日本史教科書15点を収集・分析した。
これらを資料とし、「日本人の起源」「倭国」
「天皇と日本」「国風文化の条件」「国民の創
出」「四民平等」「学制」「日中共同声明」「村
山内閣」「国旗・国歌法」「歴史認識問題」の
諸項目についての記述のデータベースを作
成し、ウェブサイトにて公開した。そのうえ
でこれらの記述を旧版のそれと比較分析し、
歴史叙述の更新がもたらす意味を検討した。 
 ②については、前年度に入手しデータ化を
行った教科書記述の検討を進め、知識内容の
時系列的変化を確定した。併せて、アメリカ
の多文化教育論・多文化社会論の動向に照ら
した分析を行った。①と②の作業によって、
日米の歴史教育について議論される際の主
だった論点に関わる情報を確保した。検討作
業の成果は、その一部を 2014 年 10 月に刊行
した共著書『「ゆとり」批判はどうつくられ
たのか』（太郎次郎社エディタス）において
発表した。 
 ③については、前年度に行った「共生社会
に関する調査」「高校生のコミュニティとの
関わり合いに関する調査」の分析を進め、そ
れぞれの報告書を発行した。そのなかで共生
社会意識とナショナリズムとの関連性、およ
び教育経験がもたらす影響について検討し
た。 
 
(3) 研究の最終年度となる 2015 年度は、こ
れまでの調査と分析で得た知見をまとめ上
げることに主眼をおき、以下の 3つの課題を
設定して研究活動に取り組んだ。①日本の中
学・高校歴史教科書の内容分析の展開。②共
生社会意識調査の結果の解析。③研究課題全
体に関する総合的な考察。 
 ①については、前年度までの作業で確定し
た歴史教科書内容のデータを用いて、新旧の
歴史教科書の記述を比較分析し、歴史叙述の
更新がもたらす意味を検討した。その成果と
して、2016 年 4月刊行の共編著『共生の社会
学――ナショナリズム、ケア、世代、社会意
識』（太郎次郎社エディタス）所収の論文「歴
史教育内容の現状と、伝統の学び方のこれか
ら」を発表した。 
 ②については、前年度までに行った社会意
識調査の結果の分析を進め、共生社会意識と
ナショナリズムとの関連性を検討した。その
成果として、『共生の社会学』所収の共著論
文「「共生」に関わる社会意識の現状と構造」
を発表した。 

 ③については、「共生が要請される時代の
ナショナリズム」について総括的考察を行っ
た。3 年間に亘る本研究活動全体の成果は、
『共生の社会学』の全体的な論旨に反映され
ることとなった。 
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